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て
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登別市議会 で 検索

　

平
成
25
年
第
2
回
臨
時
会
が
5
月

14
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
臨
時
会
に
お
い
て
は
、
正
・
副

議
長
の
辞
職
に
伴
い
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
は
天
神
林
美
彦
議
員
、
副
議

長
に
は
上
村
幸
雄
議
員
を
選
出
し
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
お
よ
び
各
常

任
委
員
会
委
員
の
選
任
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
登
別
市
農
業
委
員
会
委
員

の
推
薦
お
よ
び
西
い
ぶ
り
広
域
連
合

議
会
議
員
の
選
出
も
あ
り
、
後
期
の

議
会
人
事
が
す
べ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は

• 

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

• 

登
別
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

• 

登
別
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
、
各

議
案
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
25
年

 

第
2
回
臨
時
会

正・副議長の選出および各委員会委員の選任を行う！

市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます

副議長就任ごあいさつ 議長就任ごあいさつ
　このたび、議長選挙におきまして、そ
の重責を拝命させていただくことになり
ました天神林美彦です。本議会では、ま
だ経験も浅く未熟者ではありますが、本
市の発展と市民福祉の推進に向け、誠心
誠意努力する覚悟です。さて、後半任期
は 2年ではなく１年半と捉えており、そ
の中で「議会としての課題」を確実に解
決し、「まちづくりへの一歩」を着実に
前進させるために、「議員定数」と「議
会からの政策提案の充実」の 2つをテー

マとしました。いずれも、議員間での十分な議論を重ね、引
き続き「開かれた議会」のもと、市民の皆様と意見を交わす
中ですすめる所存です。協働とは、目的意識を共有し共通の
目標に向かって、それぞれが達成に向け出来ることに力を尽
くすことや、互いの特性を活かすことで相乗効果を生み出す
「目的達成への役割分担」と理解をしています。変化の激し
い時代の中、その変化を敏感に察知し、常に新鮮な感覚で
「行動する議会」を目指してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げ、就任のあいさつといたします。

　副議長の就任に当たり、一言
ごあいさつを申し上げます。こ
の度、副議長就任に当たりその
職責の重さを痛感しているとこ
ろであります。さて、当市議会
は平成23年の 3 月に制定した
「登別市議会基本条例」に掲げ
る理念のもと、議会フォーラム
をはじめ、市内の各種団体や地
元企業との意見交換会など、多
くの市民の皆さまの意見をお聞

きするため、積極的な活動に取り組んでおります。
また、当市は大変厳しい財政状況にありますので、
「行政と議会」が一体となり、財政健全化に向けて
の取り組みを、引き続き進める必要があります。今
後は議員と共に、市民の皆様に親しまれる、分かり
やすい議会運営を目指し、山積している課題解決に
向けて、議長をサポートして参りますので、市民の
皆様のご理解とご協力をお願い申し上げ、副議長就
任のあいさつといたします。

議会運営委員会
委 員 長　松

まつ

　山
やま

　哲
てつ

　男
お

副委員長　杉
すぎ

　尾
お

　直
なお

　樹
き

沼
ぬま

　田
た

　一
かず

　夫
お

・ 山
やま

　口
ぐち

　賢
けん

　治
じ

・ 渡
わた

　辺
なべ

　　　勉
つとむ

石
いし

　山
やま

　正
まさ

　志
し

・ 工
く

　藤
どう

　倶
く

二
に

雄
お

・ 村
むら

　井
い

　寿
とし

　行
ゆき

予算・決算委員会
委 員 長　成

なり

　田
た

　昭
あき

　浩
ひろ

副委員長　沼
ぬま

　田
た

　一
かず

　夫
お

議長を除く全議員で構成
（決算審査時は、議長および監査委員を除く全議員で構成）

▲ 議長の所信表明の
様子

議　長
天神林　美彦

副議長
上村　幸雄

▲松山委員長▲成田委員長

34 議会だより でぃすかす



　

平
成
25
年
第
2
回
定
例
会
が
、
6
月
14
日
か

ら
6
月
25
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
9
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
政

府
の
地
方
交
付
税
配
分
を
受
け
、
今
後
の
行
政

運
営
、
障
害
者
施
設
へ
の
支
援
、
災
害
時
の
デ

ジ
タ
ル
情
報
、
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
誘
致
、

学
校
で
の
体
罰
の
実
態
、
登
別
地
区
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
有
効
活
用
、
医
療
観
光
、
保
育
所
民
営

化
、
官
民
連
携
の
自
治
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は

① 
予
算
・
決
算
委
員
会
に
お
け
る
平
成
25
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
、
平
成
25

年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
、
平
成
25
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
、
平
成
25

年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

②
総
務
・
教
育
委
員
会
付
託
議
案

③
監
査
委
員
の
選
任

④ 

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

⑤ 

登
別
市
中
小
企
業
地
域
経
済
振
興
基
本
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

な
ど
を
審
議
し
、
各
議
案
に
つ
い
て
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
「
平
成
25
年
度
北

海
道
最
低
賃
金
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書
」
な

ど
3
件
の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
、
総
務
・
教
育
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
議
案
3

件
に
つ
い
て
、
6
月
14
日
に
資
料
要
求
の
た
め
の
委
員
会
を
開
催

し
、
6
月
20
日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
題
は

①
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

②
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

③ 

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命

化
対
策
）

　

特
別
職
給
与
に
関
し
て
は
、
報
酬
日
額
の
差
異
理
由
や
他
市
と

の
比
較
を
確
認
。

　

工
事
請
負
契
約
に
関
し
て
は
、
今
後
の
工
事
計
画
や
随
意
契
約

な
ど
の
理
由
を
確
認
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
各
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
、
6
月
14
日
お
よ
び
21
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は

①
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

②
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

③
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

④
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
主
に
次
の
内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。

•
平
成
24
年
度
国
・
道
支
出
金
精
算
返
還
金

•
参
議
院
議
員
選
挙
費

•
生
活
保
護
適
正
実
施
推
進
事
業
費

•
風
し
ん
予
防
接
種
（
成
人
向
け
）
緊
急
対
策
事
業
費

• 

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
経
費
お
よ
び
中
間
改
修
事

業
費

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
各
議
案
に
つ
い
て
全
会

一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
第
2
回
定
例
会

予
算
・
決
算
委
員
会
（
平
成
25
年
度
補
正
予
算
審
査
）

総
務
・
教
育
委
員
会
（
付
託
案
件
審
査
）

登別市中小企業地域経済振興基本条例が可決！

クリンクルセンターの
 工事請負契約について審査！

新たな労務単価の
 追加関連などを審査！

総務・教育委員会
委 員 長　米

よね

　田
た

　登
と

美
み

子
こ

副委員長　渡
わた

　辺
なべ

　　　勉
つとむ

松
まつ

　山
やま

　哲
てつ

　男
お

・ 木
き

　村
むら

　純
じゅん

　一
いち

・ 成
なり

　田
た

　昭
あき

　浩
ひろ

杉
すぎ

　尾
お

　直
なお

　樹
き

・ 鈴
すず

　木
き

　広
ひろ

　之
ゆき

生活・福祉委員会
委 員 長　木

き

　村
むら

　俊
とし

　子
こ

副委員長　工
く

　藤
どう

　倶
く

二
に

雄
お

高
たか

　橋
はし

　正
まさ

　美
み

・ 上
うえ

　村
むら

　幸
ゆき

　雄
お

佐
さ

々
さ

木
き

　久
く

美
み

子
こ

・ 佐
さ

　藤
とう

　弘
ひろ

　子
こ

観光・経済委員会
委 員 長　山

やま

　田
だ

　新
しん

　一
いち

副委員長　二
に

　瓶
へい

　秀
ひで

　幸
ゆき

沼
ぬま

　田
た

　一
かず

　夫
お

・ 山
やま

　口
ぐち

　賢
けん

　治
じ

石
いし

　山
やま

　正
まさ

　志
し

・ 村
むら

　井
い

　寿
とし

　行
ゆき

議会だより編集委員会
委 員 長　二

に

　瓶
へい

　秀
ひで

　幸
ゆき

副委員長　村
むら

　井
い

　寿
とし

　行
ゆき

佐
さ

　藤
とう

　弘
ひろ

　子
こ

・ 佐
さ

々
さ

木
き

　久
く

美
み

子
こ

・ 杉
すぎ

　尾
お

　直
なお

　樹
き

工
く

　藤
どう

　倶
く

二
に

雄
お

・ 鈴
すず

　木
き

　広
ひろ

　之
ゆき

▲米田委員長▲木村委員長

▲山田委員長▲二瓶委員長

35 議会だより でぃすかす



　

「
今
後
の
行
財
政
運
営
」
に
つ
い
て
、
交

付
税
と
固
定
資
産
税
増
収
の
対
応
に
特
化
し
、

一
点
目
は
、
政
府
が
提
示
し
た
「
骨
太
の
方

針
」
に
よ
る
次
年
度
以
降
の
地
方
交
付
税
の

配
分
を
見
直
す
方
針
へ
の
見
解
と
影
響
、
新

た
な
視
点
で
の
算
定
基
準
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

　

二
点
目
は
、
温
泉
小
学
校
跡
地
な
ど
の
未

利
用
公
有
地
や
空
職
員
住
宅
な
ど
の
売
却
と

そ
の
固
定
資
産
税
の
増
収
策
の
考
え
や
、
土

地
開
発
公
社
未
利
用
保
有
地
を
情
報
公
開
し
、

民
間
の
利
活
用
の
可
能
性
や
、
民
間
業
者
と

連
携
し
た
取
り
組
み
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
提
言
を
交
え
て
質
問
し
た
。

質　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
り
、
「
ア
ナ
フ

ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
を
引
き
起
こ
し
た

場
合
、
30
分
以
内
の
処
置
が
生
死
を
分
け
る

と
言
わ
れ
る
が
、
非
常
時
の
保
育
士
に
よ
る

「
エ
ピ
ペ
ン
」
使
用
の
考
え
に
つ
い
て
。

答　

保
育
所
職
員
に
よ
る
「
エ
ピ
ペ
ン
」
の

使
用
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る

よ
う
に
、
緊
急
時
の
対
応
と
し
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
と
と
ら
え
て
い
る
。

安
全
性
を
十
分
考
慮
し
職
員
の
研
修
を
踏
ま

え
、
非
常
時
に
お
け
る
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。

質　

会
派
視
察
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
先
進
地

で
あ
り
、
当
市
と
規
模
が
似
て
い
る
沖
縄
県

宮
古
島
市
で
勉
強
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
さ

ら
な
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
誘
致
活
動
と

環
境
保
全
対
策
の
具
体
的
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
た
だ
し
た
。
ま
た
温
泉
地
区
を
温
泉
熱
を

利
用
し
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
す
る

考
え
を
提
案
し
た
。

答　

本
年
度
登
別
東
町
に
伯
東
㈱
の
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
が
着
工
す
る
。
今
後
は
太
陽
光
、
小

水
力
、
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
を
重
点
に
取
り
組

む
。
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
は
、
国
の
新

し
い
計
画
が
策
定
さ
れ
次
第
、
早
急
に
目
標

を
提
示
す
る
。

　

今
回
は
、
登
別
地
区
の
有
志
数
人
で
企
業

化
し
た
「
鬼
な
び
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い

て
問
い
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は
、
起
業
支
援

型
地
域
雇
用
創
造
事
業
と
い
う
、
国
の
補
助

金
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
の
も
の
と
違
い
、
営
利
を
目
的
と
し

て
も
よ
い
も
の
な
の
で
、
今
後
も
企
業
と
し

て
継
続
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
市
に
対
し
て

は
、
新
会
社
の
経
営
方
針
を
理
解
し
、
地
域

の
方
々
と
の
連
携
や
、
国
の
さ
ら
な
る
補
助

事
業
の
情
報
提
供
な
ど
、
し
っ
か
り
と
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

質　

当
市
が
果
た
す
役
割
や
、
課
せ
ら
れ
る

責
務
な
ど
、
ま
た
障
が
い
者
就
労
施
設
の
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
。

答　

同
法
律
に
基
づ
い
た
調
達
方
針
の
策
定

を
進
め
る
と
し
、
公
契
約
に
つ
い
て
は
国
の

措
置
に
準
じ
て
検
討
す
る
。

　

ま
た
民
間
事
業
者
が
、
障
が
い
者
就
労
施

設
と
直
接
協
議
で
き
る
場
の
提
供
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
検
討
し
、
障
が
い
者
就
労

施
設
の
充
実
や
利
用
者
の
工
賃
向
上
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質　

保
育
所
に
お
け
る
保
育
士
の
経
験
年
数

は
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
左
右
す
る
重
要
な

要
素
と
考
え
る
が
、
仮
に
民
営
化
に
な
っ
た

場
合
に
、
ベ
テ
ラ
ン
保
育
士
と
若
い
保
育
士

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
で
き
る
か
。

答　

民
営
化
さ
れ
た
場
合
、
経
験
の
浅
い
保

育
士
が
増
え
、
保
育
士
の
質
を
確
保
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
る
可
能
性
も
考
え
る
が
、
市

は
保
育
の
実
施
責
任
者
と
し
て
、
良
好
な
環

境
で
子
供
が
保
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
研

修
等
の
実
施
を
積
極
的
に
支
援
し
、
保
育
の

質
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

質　

時
代
の
変
化
に
伴
い
庁
内
で
も
電
子
化

が
進
み
、
業
務
内
容
も
既
に
パ
ソ
コ
ン
な
し

で
は
支
障
が
出
る
ほ
ど
変
ぼ
う
し
、
以
前
は

筆
記
を
主
体
的
に
使
っ
て
い
た
業
務
か
ら
現

在
で
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

庁
内
業
務
の
電
子
化
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

答　

庁
内
で
は
、
消
防
と
保
育
士
以
外
は
一

人
一
台
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
平
成
20
年
か
ら

は
広
域
で
サ
ー
バ
ー
を
共
有
し
、
事
務
処
理

の
軽
減
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
十
分
配
慮
し

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
利

用
し
な
が
ら
日
常
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

衆
議
院
を
通
過
し
た
生
活
保
護
法
の
基
準

見
直
し
は
、
現
行
と
比
べ
て
10
％
の
減
額
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
各
種
加
算
で
は
、

妊
産
婦
、
障
が
い
者
、
介
護
施
設
入
所
者
、

在
宅
患
者
、
母
子
加
算
な
ど
、
最
も
弱
い
立

場
の
方
々
の
扶
助
が
減
額
さ
れ
、
こ
れ
で
は

支
援
に
は
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
衆
議
院
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
窓
口

で
の
申
請
手
続
き
や
扶
養
の
義
務
が
強
化
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
『
最
後
の
命
綱
と
し
て

の
生
活
保
護
が
申
請
し
づ
ら
く
な
る
』
と
の

指
摘
に
、
市
と
し
て
「
運
用
は
、
今
ま
で
通

り
に
行
う
」
こ
と
と
確
認
し
た
。

財
源
確
保
の
再
検
証
と

 
新
た
な
取
り
組
み
を

松　

山　

哲　

男

保
育
所
な
ど
の

 

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

村　

井　

寿　

行

エ
ネ
ル
ギ
ー
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

 

具
体
的
に
示
せ

二　

瓶　

秀　

幸

登
別
地
区
の

 

鬼
な
び
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

山　

口　

賢　

治

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
に

 

つ
い
て

木　

村　

純　

一

保
育
所
の

 

民
営
化
問
題
に
つ
い
て

佐
々
木　

久
美
子

庁
内
業
務
電
子
化
の

 

進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て

工　

藤　

倶
二
雄

生
活
保
護
基
準
の

 

引
き
下
げ
に
つ
い
て

渡　

辺　
　
　

勉

一 般 質 問一 般 質 問

36 議会だより でぃすかす


